
　

東
京
都
計
量
協
会
は
、　
11

月
計
量
強
調
月
間
の
行
事
と

し
て
恒
例
の
「
計
量
記
念
日

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
た
。

計
量
関
係
功
労
者
の
表
彰
、

計
量
強
調
月

間
の
標
語
の

発
表
、
懇
親

パ
ー
テ
ィ
が

催
さ
れ
た
。

【
日
時
】2
0

1
8
（
平
成

　

）年　

月
9

30

11

日　

、　

時　

（金）
15

30

分
か
ら

【
会
場
】ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ド

ヒ
ル
市
ヶ
谷

◇
記
念
式
典

【
会
場
／
時

間
】
2
階
、
芙

蓉
の
間
、　

時
15

　

分
～　

時　

分

30

16

45

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
①
開
会
②

副
会
長
あ
い
さ
つ
③
東
京
都

計
量
検
定
所
林
所
長
あ
い
さ

つ
④
東
京
都
生
活
文
化
局
長

感
謝
状
伝
達
⑤
（
一
社
）
東

京
都
計
量
協
会
会
長
表
彰
⑥

受
賞
者
謝
辞
⑦
秋
の
中
小
企

業
庁
関
係
褒
章
、
経
済
産
業

省
産
業
技
術
環
境
局
長
表
彰

お
よ
び
東
京
都
功
労
者
表
彰

報
告
⑧
東
京
都
計
量
管
理
研

究
部
会
計
量
管
理
強
調
月
間

標
語
優
秀
作
品
表
彰
⑨
来
賓

祝
辞

◇
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

【
会
場
／
時
間
】
3
階
、
珊

瑚
東
の
間
、　

時
か
ら

17

　

来
賓
と
し
て
検
定
所
よ
り

林
久
美
子
所
長
、
大
野
正
隆

副
所
長
、
団
体
か
ら
は
（
一

社
）
日
本
計
量
振
興
協
会
河

住
春
樹
専
務
理
事
、（
一
社
）

日
本
計
量
機
器
工
業
連
合
会

堀
井
茂
専
務
理
事
、
全
国
計

量
器
販
売
事
業
者
連
合
会
加

藤
覚
事
務
局
長
ら
が
臨
席
。

　

懇
親
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
協

会
理
事
、
事
業
者
お
よ
び
協

会
職
員
等
懇
談
し
、
有
意
義

な
交
流
が
果
た
さ
れ
た
。（
参

加
者　

名
）

54

　

今
年
の
表
彰
等
受
賞
者
は

以
下
の
と
お
り
。

■
東
京
都
生
活
文
化
局
長
感

謝
状

個
人
の
部
＝
▽
谷
田
千
里

（　

タ
ニ
タ
代
表
取
締
役
社

（株）
長
）、
▽
山
﨑
慎
司
（　

三
越

（株）

伊
勢
丹
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

総
務
部
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
品
質
管
理
担

当
）
▽
横
田
茂
子
（　

横
田

（株）

計
器
製
作
所
取
締
役
）
▽
吉

田
茂
（　

東
京
ミ
ュ
ー
精
器

（株）

代
表
取
締
役
）

■
（
一
社
）
東
京
都
計
量
協

会
会
長
表
彰

経
営
者
の
部
＝
▽
吉
田
ひ
と

み
（
中
央
矢
崎
サ
ー
ビ
ス　
（株）

養
成
講
習
会
（
流
通
関
係
）

を
開
催
す
る
。

【
日
時
】
2
0
1
9
年
（
平

成　

）
年
2
月
8
日　

、
9

31

（金）

時　

分
～　

時　

分

30

16

30

【
会
場
】
東
京
都
計
量
検
定

所
2
階
（
会
議
室
A
、
B
）

【
募
集
人
員
】　

名
30

【
内
容
】　

講
義
（
計
量
法

（1）

の
あ
ら
ま
し
と
適
正
計
量
管

理
事
業
所
制
度
に
つ
い
て
）

　

筆
記
試
験
（
講
義
内
容
に

（2）つ
い
て
）　

年
末
期
商
品
量

（3）

目
立
入
検
査
結
果
お
よ
び
食

品
表
示
法
関
連
事
項
に
つ
い

て　

商
品
量
目
の
検
査
方
法

（4）
（
実
習
）　

筆
記
試
験
の
解

（5）

説
お
よ
び
講
評
（
筆
記
試
験

合
格
者
へ
東
京
都
計
量
検
定

所
よ
り
認
定
書
授
与
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
】
東
京
都
計
量
協
会
（
竹

添
）
＝
電
話
0
3−

6
6
6

6−

8
9
6
0
、
電
子
メ
ー

ルm
-tak
ezo
e@
to
k
ei

k
y
o.or.jp

　

東
京
都
計
量
検
定
所
で

は
、
消
費
者
へ
計
量
制
度
を

普
及
す
る
事
業
と
し
て
、
都

内
の
自
治
体
が
実
施
す
る
消

費
生
活
展
に
出
展
し
て
い

る
。
今
年
度
も　

月
末
ま
で

11

に
、
練
馬
区
、
昭
島
市
、
町

田
市
、
豊
島
区
、
大
田
区
、

葛
飾
区
、
三
鷹
市
、
墨
田
区
、

中
央
区
、
目
黒
区
、
北
区
の

各
消
費
生
活
展
お
よ
び
江
東

区
民
ま
つ
り
中
央
ま
つ
り
、

く
ら
し
フ
ェ
ス
タ
東
京
2
0

1
8
に
出
展
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
手
の
感
覚

だ
け
で
1
0
0
グ
ラ
ム
分
の

豆
を
量
る
計
量
感
覚
ゲ
ー
ム

を
実
施
し
、
来
場
者
に
計
量

を
実
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

ま
た
、
質
量
の
基
準
の
キ
ロ

グ
ラ
ム
原
器
（
レ
プ
リ
カ
）

や
計
量
に
関
す
る
知
識
（
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
定
義
変
更
等
）

の
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
や
展

示
に
関
す
る
ク
イ
ズ
な
ど

で
、
児
童
や
学
生
等
の
若
い

世
代
か
ら
も
質
問
を
受
け
る

な
ど
多
く
の
来
場
者
の
関
心

を
呼
ん
だ
。

　

今
後
の
出
展
予
定
は
、
2

月　

日　

「
品
川
区
地
域
で

23

（土）

つ
な
が
る
み
ん
な
の
暮
ら
し

展
2
0
1
9
」、
3
月　

日
13

　

・　

日　

「
平
成　

年
度

（水）

14

（木）

30

文
京
区
消
費
生
活
展
」
と

な
っ
て
い
る
。「
近
く
に
お
出

か
け
の
際
は
、
ぜ
ひ
お
立
寄

り
く
だ
さ
い
。」と
呼
び
か
け

て
い
る
。

　

東
京
都
計
量
協
会
計
量
管

理
研
究
部
会
は
、
検
定
所
管

理
指
導
課
と
の
協
力
の
も

と
、
適
正
計
量
管
理
主
任
者

横
田
賢
次
郎 
氏

（
よ
こ
た
・
け
ん
じ
ろ
う
） 

（
一
社
）
東
京
都
計
量
協
会

理
事
・　

横
田
計
器
製
作
所

（株）

代
表
取
締
役
会
長

▽
1
9
4
7
（
昭
和　

）
年

22

5
月　

日
生
、
東
京
都
出
身

17

▽
1
9
7
0
（
昭
和　

）
年

45

3
月
法
政
大
学
社
会
学
部
卒

業▽
2
0
1
7
（
平
成　

）
年

29

7
月　

横
田
計
器
製
作
所
代

（株）

表
取
締
役
会
長
就
任
▽
1
9

9
7
（
平
成
9
）
年
5
月　
（社）

東
京
都
計
量
協
会
理
事
就
任

◇
功
労
お
よ
び
表
彰
な
ど

▽
1
9
9
0
（
平
成
2
）
年

5
月　

日
本
計
量
機
器
工
業

（社）

連
合
会
長
賞
（
計
量
器
産
業

振
興
）
▽
1
9
9
3
（
平
成

5
）
年　

月
東
京
都
中
小
企

10

業
団
体
中
央
会
長
賞
（
中
小

企
業
振
興
）▽
1
9
9
7（
平

成
9
）
年
5
月　

日
本
計
量

（社）

振
興
協
会
長
賞
（
計
量
関
係

功
労
）
▽
同
年
7
月
計
量
賞

委
員
会
（
計
量
賞
）
▽
2
0

0
0
（
平
成　

）
年　

月
東

12

11

京
都
生
活
文
化
局
長
賞
（
計

量
関
係
功
労
）
▽
2
0
0
1

（
平
成　

）
年
5
月
東
京
都

13

労
働
経
済
局
長
賞
（
中
小
企

業
振
興
功
労
）
▽
2
0
0
2

（
平
成　

）
年　

月
東
京
都

14

10

知
事
賞
（
中
小
企
業
振
興
功

労
）
▽
2
0
0
3
（
平
成　

）
15

年　

月
経
済
産
業
大
臣
表
彰

11

（
計
量
関
係
功
労
）

◇
そ
の
他
の
計
量
業
界
関
係

団
体
（
現
）

▽
（
一
社
）
計
量
器
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
協
会
監
事

◇
そ
の
他
の
計
量
業
界
関
係

団
体
（
元
）

▽
東
日
本
計
量
器
工
業
協
同

組
合
理
事
長
▽
全
日
本
硝
子

製
温
度
計
工
業
組
合
理
事
長

▽
日
本
硝
子
計
量
器
工
業
協

同
組
合
理
事
長
▽
（
一
社
）

日
本
計
量
振
興
協
会
理
事

◇
そ
の
他
の
業
界
関
係
団
体

（
元
）

▽
東
京
都
中
小
企
業
団
体
中

央
会
理
事

◎
褒
章
の
栄
に
浴
し
て

　

黄
綬
褒
章
の
栄
に
浴
し
た

こ
と
は
、
ま
ず
は
東
京
都
計

量
検
定
所
を
は
じ
め
と
し
、

（
一
社
）東
京
都
計
量
協
会
、

日
本
硝
子
計
量
器
工
業
協
同

組
合
な
ど
関
係
者
皆
様
の
お

か
げ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

月
3
日
の
発
令
、
同　

11

14

日
午
後
に
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
に
て
伝
達
式
、
そ
の
後

皇
居
へ
移
動
し
、
天
皇
陛
下

の
拝
謁
を
賜
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
夕
刻
6
時
過
ぎ
に
ホ

テ
ル
へ
戻
り
安
堵
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
も
ち
ろ
ん
初
め
て

の
こ
と
で
あ
り
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

さ
て
、私
ど
も
の
事
業
は
、

主
に
比
重
計
な
ど
計
量
法
で

は 
浮 
ひ
ょ
う
と
称
す
る
、
浮

ふ
き
秤
の
製
造
を
お
こ
な
っ
て

お
り
ま
す
。
浮
ひ
ょ
う
と
は

ガ
ラ
ス
製
で
目
盛
紙
な
ど
が

入
る
細
い
ガ
ラ
ス
管
の
径
部

と
浮
力
に
な
る
胴
部
と

を
つ
な
い
で
製
造
さ
れ

た
計
量
器
で
す
。

　

浮
ひ
ょ
う
に
は
、
密
度

浮
ひ
ょ
う
、
比
重
浮
ひ
ょ

う
、
比
重
か
ら
換
算
さ
れ

た
ボ
ー
メ
度
浮
ひ
ょ
う
、

あ
る
い
は
日
本
酒
度
浮

ひ
ょ
う
と
呼
ば
れ
る
も

の
や
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度

を
測
る
酒
精
度
浮
ひ
ょ

う
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
日

本
酒
度
浮
ひ
ょ
う
と
は
日
本

酒
の
甘
さ
、
辛
さ
を
数
値
で

判
断
す
る
浮
ひ
ょ
う
で
す
。

計
量
記
念
日
の
つ
ど
い
開
催

計
量
関
係
功
労
表
彰
授
賞
式

都計協

都
計
協

賀
詞
交
歓
会

1
月　

日
、　

時
か
ら

18

17

代
表
取
締
役
）

従
業
員
の
部
＝
▽
上
野
忠
正

（　

東
亜
計
器
製
作
所
東
京

（株）
本
社
工
場
副
工
場
長
）
▽
嶋

崎
平
人
（
日
本
ゴ
ル
フ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
理

事
）▽
杉
本
和
代（（
一
社
）東

京
都
計
量
協
会
職
員
）
▽
灰

谷
剛
（
森
永
乳
業　

品
質
保

（株）

証
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
▽
坂

誠
太
郎
（
キ
ュ
ー
ピ
ー　

中
（株）

河
原
工
場
ラ
イ
ン
テ
ク
ニ
ク

ス
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）

事
業
所
の
部
＝
コ
ー
プ
デ
リ

生
活
協
同
組
合
連
合
会

特
別
功
労
者
の
部
＝
岩
下
貞

治
（
岩
下
度
量
衡　

代
表
取

（株）

締
役
）

（
報
告
）

■
秋
の
中
小
企
業
庁
黄
綬
褒

章
者
＝
横
田
賢
次
郎
（　

横
（株）

田
計
器
製
作
所
代
表
取
締
役

会
長
）

■
経
済
産
業
省
産
業
技
術
環

境
局
長
賞
（
計
量
制
度
運
営

等
貢
献
者
）＝
永
井
洋
文（
東

京
都
計
量
協
会
課
長
）

秋
の
叙
勲
・
褒
章黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄黄

綬綬綬綬綬綬綬綬綬綬綬綬綬綬綬綬綬綬綬綬
褒褒褒褒褒褒褒褒褒褒褒褒褒褒褒褒褒褒褒褒
章章章章章章章章章章章章章章章章章章章章

黄
綬
褒
章  

都
計
協

適
正
計
量
管
理
主

任
者
養
成
講
習
会

（
流
通
関
係
）開
催

そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
醸
造
所

に
お
い
て
は
必
要
不
可
欠
な

計
量
器
と
い
え
ま
す
。

　

弊
社
は
初
代
横
田
四

郎
が
、
1
9
2
3
（
大
正

　

）
年
に
計
量
器
販
売
免

13許
を
取
得
し
て
創
業
し

ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
2

0
1
8
（
平
成　

）
年
で

30

　

年
に
な
り
ま
し
た
。

95
　

浮
ひ
ょ
う
は
計
量
器

の
中
で
も
一
般
的
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

基
本
的
な
は
か
り
で
す
。

　

年
の
間
大
き
く
変
化
す
る

95こ
と
も
な
く
製
造
さ
れ
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
業
界

に
お
い
て
は
全
く
普
遍
な
計

量
器
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
業
界
に
お
い

て
、
私
自
身
が
褒
章
を
浴
し

た
の
は
、
ま
さ
に
業
界
を
支

え
て
い
る
皆
さ
ま
の
お
陰
と

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
皆
様

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
た

く
、
ま
た
精
進
し
、
業
界
の

発
展
の
た
め
尽
く
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　

重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

都
計
協
の
賀
詞
交
歓
会
を

以
下
の
と
お
り
開
催
す
る
。

【
日
時
】
2
0
1
9
（
平
成

　

）
年
1
月　

日　
　

時
～

31

18

（金）
17

【
場
所
】
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

ヒ
ル
市
ヶ
谷
（
電
話
0
3−

3
2
6
8−

0
1
1
6
）
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地
域
の
消
費
生
活
展
に
出
展

消費者展のようす

■
東
京
都
功
労
者
表
彰
＝
小

川
弘
（（
一
社
）
東
京
都
計
量

協
会
副
会
長
）

http://www.tokeikyo.or.jphttp://www.tokeikyo.or.jp//

東京都計量協会の「計量記念
日のつどい」のようす

東京都生活文化局長感謝状をう
けた谷田千里氏（タニタ社長）

東京都計量協会会長表彰をうけた上
野忠正（東亜計器製作所副工場長）

Ｉ
Ｄ
：
5
1
3
7

Ｐ
Ｗ
：
e
b
z
y
m
r
2
e



　
　

月
1
日
の
計
量
記
念
日

11
に
、都
内
の
計
量
関
係
団
体
、

企
業
お
よ
び
計
量
検
定
所
で

組
織
す
る
実
行
委
員
会
主
催

の
「
都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
」

を
開
催
し
た
。こ
の
催
し
は
、

都
民
に
楽
し
み
な
が
ら
計
量

制
度
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年　
11

月
1
日
の　

時　

分
か
ら　

10

30

16

時
ま
で
、
新
宿
駅
西
口
広
場

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
開
催

し
て
い
る
。

　
「
く
ら
し
と
計
量
」を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
日
々
の
暮
ら

し
と
計
量
と
の
繋
が
り
が
実

感
で
き
る
よ
う
、
会
場
に
は

「
健
康
と
計
量
」、「
水
道
・

ガ
ス
・
電
気
と
計
量
」、「
環

境
と
計
量
」、「
食
品
と
計

量
」、「
計
量
相
談
」、「
計
量

体
験
」
の
6
つ
の
コ
ー
ナ
ー

と
「
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
」
を
設
け
た
。
今
年

が
、
江
戸
か
ら
東
京
に
改
称

さ
れ
て
1
5
0
年
目
の
節
目

の
年
の
た
め
、
サ
ブ
テ
ー
マ

を
「
東
京
1
5
0
年　

未
来

に
つ
な
ご
う
！
東
京
の
正
し

い
計
量
」
と
定
め
、
計
量
1

5
0
年
に
関
す
る
特
別
展
示

を
お
こ
な
っ
た
。

　

各
コ
ー
ナ
ー
の
主
な
展
示

内
容
は
次
の
と
お
り
。

▽
健
康
と
計
量
コ
ー
ナ
ー
＝

体
組
成
計
等
の
計
量
器
で
、

来
場
者
の
血
圧
、
体
重
・
体

脂
肪
率
、
骨
強
度
を
無
料
で

測
定
し
た
。
毎
年
人
気
の

コ
ー
ナ
ー
で
、
今
年
も
多
く

の
方
々
の
参
加
が
あ
っ
た
。 

▽
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
と
計

量
コ
ー
ナ
ー
＝
水
道
、ガ
ス
、

電
気
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や
計

量
器
を
展
示
し
、
来
場
者
に

各
計
量
器
の
動
作
の
仕
組
み

な
ど
を
分
か
り
易
く
解
説
し

た
。
ま
た
、
関
係
す
る
相
談

も
受
け
付
け
た
。

▽
環
境
と
計
量
コ
ー
ナ
ー
＝

環
境
に
関
す
る
パ
ネ
ル
や
C

O
2

等
の
計
測
機
器
の
展

示
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
地

中
熱
利
用
に
関
す
る
パ
ネ
ル

お
よ
び
南
極
の
氷
を
展
示
し

た
。
来
場
者
に
環
境
に
関
す

る
ク
イ
ズ
を
お
こ
な
う
な

ど
、
環
境
計
量
へ
の
関
心
を

高
め
て
い
た
。

▽
食
品
と
計
量
コ
ー
ナ
ー
＝

身
近
な
飲
食
物
の
糖
度
や
塩

分
、
温
度
、
ア
ル
コ
ー
ル
度

の
測
定
、
総
菜
等
の
カ
ロ

リ
ー
を
カ
ロ
リ
ー
自
動
測
定

器
で
測
定
し
、
測
定
結
果
を

参
加
者
が
確
認
し
た
。ま
た
、

新
た
に
特
定
計
量
器
に
加

わ
っ
た
自
動
は
か
り
を
紹
介

す
る
な
ど
、
多
く
の
来
場
者

の
興
味
を
引
い
て
い
た
。

▽
計
量
相
談
コ
ー
ナ
ー
＝
計

量
全
般
の
相
談
受
付
と
、「
計

量
の
東
京
1
5
0
年
」
特
別

企
画
と
し
て
計
量
制
度
の
変

遷
パ
ネ
ル
や
江
戸
時
代
の
両

替
天
び
ん
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
原

器
や
メ
ー
ト
ル
原
器
の
レ
プ

リ
カ
を
展
示
し
て
、
来
場
者

の
関
心
を
集
め
て
い
た
。

▽
計
量
体
験
コ
ー
ナ
ー
＝

「
計
量
感
覚
ゲ
ー
ム
」で
は
、

1
0
0
グ
ラ
ム
の
見
本
と
比

較
し
な
が
ら
、
手
の
感
覚
だ

け
で
豆
1
0
0
グ
ラ
ム
を
量

る「
1
0
0
グ
ラ
ム
に
挑
戦
」

ゲ
ー
ム
を
、
今
年
も
実
施
し

た
。
参
加
者
は
、
手
の
感
覚

の
曖
昧
さ
と
、
は
か
り
の
正

確
さ
の
重
要
性
を
実
感
し

た
。
1
0
0
グ
ラ
ム
近
く
に

計
量
で
き
る
と
、
大
き
な
歓

声
が
あ
が
り
、
会
場
が
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

　
「
計
量
工
作
」
で
は
、
計
量

士
が
講
師
と
な
り
、
参
加
者

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

量
管
理
研
究
部
会
の
有
志
が

軽
妙
な
ト
ー
ク
と
と
も
に
さ

ま
ざ
ま
な
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露

し
、
観
覧
者
か
ら
喝
采
を
浴

び
て
い
た
。

　

正
派
邦
楽
会
に
よ
る 
箏 
と

こ
と

ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

「
マ
リ
ン
バ
・
デ
ュ
オ　

な

つ
か
よ
」
に
よ
る
マ
リ
ン
バ

の
生
演
奏
で
は
、
会
場
に
響

き
渡
る
音
色
に
、
多
く
の
来

場
者
や
通
行
者
が
足
を
止
め

て
聴
き
入
っ
て
い
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
来
年
度
も

計
量
記
念
日
に
同
会
場
で
開

催
予
定
。
ぜ
ひ
、
来
場
し
て

ほ
し
い
と
し
て
い
る
。

【
主
催
】
都
民
計
量
の
ひ
ろ

ば
実
行
委
員
会

【
構
成
団
体
】　

イ
シ
ダ
、

（株）

（
一
社
）
計
量
器
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
、　

タ
ニ
タ
、

（株）

　

寺
岡
精
工
、
東
京
科
学
機

（株）器
協
会
、
東
京
都
環
境
計
量

協
議
会
、
東
京
計
量
士
会
、

東
京
都
計
量
証
明
事
業
協

会
、東
京
都
水
道
局
、（
一
社
）

日
本
海
事
検
定
協
会
、
日
本

ガ
ス
メ
ー
タ
ー
工
業
会
関
東

支
部
、
日
本
硝
子
計
量
器
工

業
協
同
組
合
、（
一
社
）
日
本

計
量
振
興
協
会
、（
一
財
）
日

本
穀
物
検
定
協
会
関
東
支

部
、日
本
電
気
計
器
検
定
所
、

　

松
屋
、（
一
社
）
東
京
都
計

（株）量
協
会
、
東
京
都
計
量
検
定

所
（
以
上　

団
体
）

18

計
量
記
念
日
行
事

「
2
0
1
8
都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
」開
催

都検定所

が
棒
は
か
り
や
寒
暖
計
の
工

作
を
お
こ
な
っ
た
。
参
加
者

は
、
自
分
で
作
っ
た
棒
は
か

り
や
寒
暖
計
の
正
確
さ
に
感

心
し
て
い
た
。

▽
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
＝
ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
計
量

マ
ジ
ッ
ク
」
お
よ
び
「 
箏 
」

こ
と

と
「
マ
リ
ン
バ
」
の
演
奏
を

お
こ
な
っ
た
。

　

計
量
マ
ジ
ッ
ク
で
は
、
計

食品と計量コーナー

（第三種郵便物認可）（9） 2018年（平成30年）12月16日（日）第3219・20号

寒暖計の工作

健康と計量のコーナー

計量感覚ゲーム

　

東
京
都
計
量
検
定
所
で

は
、東
京
計
量
士
会
、（
一
社
）

東
京
都
計
量
協
会
お
よ
び
日

本
硝
子
計
量
器
工
業
協
同
組

合
と
協
定
を
結
び
、
計
量
関

係
の
学
習
支
援
を
す
る
事
を

目
的
と
し
た
「
出
前
計
量
教

室
」（
小
学
4
年
生
か
ら
6
年

生
対
象
）を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、　

月
末
ま
で

11

に
9
校
の
小
学
校
で
実
施

し
、
5
6
0
名
の
児
童
が
参

加
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
お
も
し
ろ

か
っ
た
」
が
大
多
数
で
、「
よ

く
考
え
て
み
る
と
、
身
の
回

り
に
は
計
量
に
関
わ
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ

た
。」
や
「
も
の
を
量
る
こ
と

が
楽
し
く
な
っ
た
。
今
回
工

作
し
た
棒
は
か
り
と
比
べ

て
、
今
の
電
気
式
は
か
り
が

と
て
も
便
利
に
な
っ
て
い
る

と
実
感
し
た
。」等
の
普
及
啓

発
の
効
果
を
実
感
で
き
る
感

想
を
多
数
受
け
た
。

　

ま
た
、
参
加
校
の
教
員
か

ら
は
、「
自
分
で
工
作
し
た
計

量
器
で
い
ろ
い
ろ
な
物
を
は

か
る
経
験
が
児
童
に
と
っ
て

良
い
経
験
だ
っ
た
。
計
量
単

位
の
歴
史
や
世
界
の
単
位
に

つ
い
て
学
べ
た
の
が
良
か
っ

た
。」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
、
児
童
だ
け
で
な
く
教
員

に
と
っ
て
も
、
計
量
の
重
要

さ
が
再
認
識
さ
れ
る
事
業
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

た
。

　

2
0
1
8
（
平
成　

）
年

30

度
の
出
前
計
量
教
室
は
来
年

3
月
末
ま
で
実
施
し
、
総
数

　

校
・
9
5
0
名
の
参
加
を

14予
定
し
て
い
る
。

2
0
1
8（
平
成　

）年
度

30

出
前
計
量
教
室
中
間
報
告

授業風景
　
（
一
社
）計
量
器
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
は
、
全
国
計
量

器
販
売
事
業
者
連
合
会
と
合

同
で
2
0
1
9
（
平
成　

）
31

年
3
月
に
資
格
取
得
研
修
会

の
開
催
を
計
画
し
て
い
る
。

関
東
エ
リ
ア
で
は
2
0
1
4

年　

月
に
開
催
さ
れ
て
以
来

11
5
年
振
り
の
開
催
と
な
る
。

計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

資
格
は
、（
一
社
）
日
本
計
量

振
興
協
会
が
一
定
の
研
修
を

受
講
し
た
者
に
付
与
す
る
資

格
で
、
計
量
器
の
安
全
・
安

心
・
安
定
し
た
供
給
に
携
わ

る
販
売
事
業
者
や
計
量
器

メ
ー
カ
ー
従
業
員
に
ぜ
ひ
と

も
取
得
し
て
欲
し
い
資
格

だ
。（
こ
の
研
修
を
受
講
す
る

資
格
は
、（
一
社
）
日
本
計
量

振
興
協
会
や
地
区
計
量
協
会

の
会
員
又
は
そ
の
従
業
員
で

従
業
歴
1
年
以
上
又
は
同
等

の
経
歴
を
有
す
る
こ
と
を
事

業
主
が
認
め
た
者
と
な
っ
て

い
る
。）

　

計
量
法
の
改
正
に
と
も
な

い
、
新
し
い
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
考
案
中
だ
が
、
今
回
は

現
行
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
新
た

に
特
定
計
量
器
と
な
っ
た

「
自
動
は
か
り
」
の
項
目
を

追
加
し
研
修
を
お
こ
な
う
こ

と
と
し
た
。

　

日
程
等
の
詳
細
は
決
定
次

第
改
め
て
本
紙
お
よ
び
当
協

会
の
H
P
で
通
知
す
る
。
な

お
、
開
催
場
所
は
「
日
本
計

量
会
館
」を
予
定
し
て
い
る
。

「
計
量
器
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
資
格
取
得

研
修
会
」開
催
予
告

東
京
計
量
士
会

◎
都
民
計
量
の
ひ
ろ
ば
報
告

　
　

月
1
日
の
計
量
記
念
日

11
に
「
く
ら
し
と
計
量
～
東
京

1
5
0
年　

未
来
へ
つ
な
ご

う
！
東
京
の
正
し
い
計
量

～
」
を
テ
ー
マ
に
都
民
計
量

の
ひ
ろ
ば
が
新
宿
駅
西
口
広

場
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
開

催
さ
れ
た
。

　

東
京
計
量
士
会
は
①
計
量

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
の
計
量
工

作
教
室（
寒
暖
計
を
作
ろ
う
・

棒
は
か
り
を
作
ろ
う
）
②
環

境
と
計
量
コ
ー
ナ
ー
で
の
地

球
温
暖
化
防
止
と
地
中
熱
利

用
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
③

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
使
用
さ

れ
て
い
る
目
盛
線
入
り
グ
ラ

ス
の
展
示
を
担
当
し
た
。

　

計
量
工
作
教
室
で
は
、
自

分
が
作
っ
た
寒
暖
計
や
棒
は

か
り
が
正
し
く
計
れ
る
の
を

確
認
し
て
、
満
足
気
な
表
情

で
あ
っ
た
。
な
お
、
自
作
の

も
の
は
ご
自
宅
用
と
し
て
贈

呈
し
、
大
変
喜
ば
れ
た
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
パ
ネ
ル

の
前
で
は
、
最
近
の
異
常
気

象
に
よ
る
災
害
へ
の
関
心
の

高
さ
か
ら
か
、
計
量
士
の
説

明
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

た
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
、
南

極
の
氷
の
展
示
も
お
こ
な
わ

れ
、
来
場
者
に
氷
を
さ
わ
っ

て
も
ら
っ
て
い
た
。

　
「
南
極
の
氷
に
は
、数
万
年

前
の
小
さ
な
気
泡
が
含
ま

れ
、
そ
れ
が
溶
け
る
時
に
プ

チ
プ
チ
と
小
さ
な
音
が
し
ま

す
」
と
の
説
明
に
、
氷
片
を

耳
に
あ
て
、
太
古
の
空
気
を

聞
こ
う
と
し
て
い
た
。

◎
新
年
賀
詞
交
歓
会
の
お
知

ら
せ

【
日
時
】
2
0
1
9
（
平
成

　

）
年
1
月　

日　
　

時
～

31

25

（金）
17

【
会
場
】
品
川
「
松
鶴
」
ソ

ニ
ー
本
社
ビ
ル
1
階
、
港
区

港
南
1−

7−

1
、
電
話
0

3−

5
4
6
1−

1
3
2
1

【
交
通
】
J
R
「
品
川
駅
」

中
央
改
札
口
出
て
江
南
口

（
東
口
）
徒
歩
5
分
、
F
A

X
（
0
3−

5
6
8
3−

1

1
2
2
）
ま
た
は
E
m
a
i

l（tok
eisi-@

tok
eik
y

o.or.jp

）
で
申
し
込
む
。

　

月
▽
5　

＝
理
事
会
開

10

（金）

催
。
9
月
理
事
会
議
事
録
の

確
認
、
月
次
会
計
報
告
、「
特

定
水
銀
使
用
製
品
製
造
許
可

申
請
書
」
に
つ
い
て
、
都
民

計
量
の
ひ
ろ
ば
に
つ
い
て
、

新
年
会
の
日
時
に
つ
い
て
。

▽　
　

＝
関
東
甲
信
越
地
区

12
（金）

計
量
団
体
連
絡
協
議
会
出

席
。
▽　
　

＝
都
計
協
理
事

26
（金）

会
出
席
。

　

月
▽
1　

＝
都
民
計
量
の

11

（木）

ひ
ろ
ば
参
加
。
計
量
記
念
日

全
国
大
会
出
席
。
▽
8　

＝
（木）

理
事
会
開
催
。　

月
理
事
会

10

議
事
録
の
確
認
、
月
次
会
計

報
告
、「
特
定
水
銀
使
用
製
品

製
造
予
定
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に

つ
い
て
、　

月　

日
関
東
甲

10

12

信
越
地
区
計
量
団
体
連
絡
協

議
会
の
報
告
、　

月
1
日
都

11

民
計
量
の
ひ
ろ
ば
の
報
告
、

計
量
記
念
日
全
国
大
会
の
報

告
、
新
年
会
の
招
待
者
の
確

認
。
▽
9　

＝
計
量
記
念
日

（金）

の
つ
ど
い
出
席
。
▽　
　

＝

28
（水）

と
う
き
ょ
う
の
計
量
編
集
委

員
会
出
席
。

部
会
・
団
体

だ
よ
り環境と計量パネル展示のようす

日
本
硝
子
計
量
器
工

業
協
同
組
合



　

東
京
都
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

都
政
の
情
報
を
動
画
で
配
信

す
る
東
京
都
公
式
動
画
チ
ャ

ン
ネ
ル
「
東
京
動
画
」
を
W

e
b
サ
イ
ト
上
に
設
け
て
い

る
。 

　

現
在
、
こ
の
東
京
動
画
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
番
組
と
し
て
、

東
京
都
計
量
検
定
所
を
紹
介

し
た
「
計
量
検
定
所
っ
て
な

に
？
知
ら
れ
ざ
る
計
量
の
世

界
」
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
『「
何
を
検
定
す
る
の
？
」

「
ま
さ
か
◯
◯
も
検
定
し
て

い
る
の
？
」
な
ん
て
疑
問
を

お
持
ち
の
方
は
、
こ
の
動
画

を
見
れ
ば
東
京
都
の
検
定
所

の
す
べ
て
が
分
か
る
。』を
コ

ン
セ
プ
ト
に
制
作
さ
れ
、
タ

ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
の
検
査
な

ど
、
普
段
は
都
民
が
目
に
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
計
量
検

定
所
の
仕
事
を
、
分
か
り
易

く
紹
介
し
て
い
る
。

　

こ
の
動
画
の
U
R
L
お
よ

び
Q
R
コ
ー
ド
は
、
次
の
と

お
り
。
ご
家
族
・
お
知
り
合

い
に
も
紹
介
し
て
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

録
さ
れ
た
機
関
（
登
録
認
証

機
関
）
か
ら
認
証
を
受
け
た

事
業
者（
認
証
製
造
業
者
等
）

の
み
が
、
認
証
を
受
け
た
製

品
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

こ
の
認
証
機
関
の
登
録
制

度
を
J
A
S
C
『Japan

A

ccre
d
itatio

n
S
y
ste

m
for
P
rodu

ct
C
erti

fication
B
od
ies
of
JI

S
M
ark

』
と
よ
ぶ
。
筆
者

の
回
り
で
調
べ
て
み
た
と
こ

ろ
、
ノ
ー
ト
に
そ
の
マ
ー
ク

が
あ
っ
た
。

　

こ
の
表

示
に
あ
る

J
Q
A
（JA

P
A
N
Q
U
A

L
IT
Y
A
S
S
U
R
A
N
C

E
O
R
G
A
N
IZ
A
T
IO

N

一
般
財
団
法
人
日
本
品
質

保
証
機
構
）
が
登
録
認
証
機

関
で
あ
り
、
こ
の
ノ
ー
ト
は

J
I
S 
S 
5
5
0
4
に
記

載
さ
れ
た
1
号
の
規
格
に
合

致
す
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
J
Q
A
の
よ
う
に

国
に
認
定
さ
れ
た
登
録
認
証

機
関
は
、
現
在　

数
機
関
が

20

あ
り
、
外
国
の
機
関
も
含
ま

れ
る
。
実
は
筆
者
は
こ
の

マ
ー
ク
を
探
す
の
に
意
外
と

手
間
取
っ
た
。
筆
者
は
、
す

で
に
多
く
の
メ
ー
カ
ー
に

と
っ
て
は
そ
の
製
品
が
J
I

S
に
適
合
す
る
の
は
当
た
り

前
で
あ
り
、
J
I
S
マ
ー
ク

を
仮
に
付
け
て
も
差
別
化
が

で
き
な
い
た
め
J
I
S
マ
ー

ク
の
利
用
が
減
る
こ
と
も
あ

り
う
る
と
考
え
た
。
こ
の
よ

う
に
標
準
化
す
れ
ば
あ
る
時

期
は
そ
の
標
準
へ
の
適
合
が

差
別
化
に
な
り
う
る
が
、
そ

の
う
ち
に
、
陳
腐
化
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
よ
り
ま
ず
い

場
合
に
は
標
準
の
存
在
が
技

術
の
発
展
の
阻
害
要
因
に
な

り
う
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
標
準
化
の

功
罪
や
、
ど
の
よ
う
な
標
準

化
を
お
こ
な
え
ば
そ
の
デ
メ

リ
ッ
ト
を
回
避
で
き
る
か
な

ど
は
標
準
化
を
お
こ
な
う
グ

ル
ー
プ
の
大
き
な
関
心
事
で

あ
る
。

　

次
回
は
、
消
費
者
あ
る
い

は
生
活
者
を
守
る
規
制
の
観

点
か
ら
、
標
準
が
引
用
さ
れ

て
強
制
規
格
に
な
る
例
を
紹

介
す
る
こ
と
に
す
る
。

適
合
性
評
価
と
標
準

化　
（2）

−

品
質
を
保
証
す
る
標
準

化
と
適
合
性
評
価−

　

前
回
は
、
適
合
性
評
価
の

メ
リ
ッ
ト
と
標
準
化
の
メ

リ
ッ
ト
を
紹
介
し
、
両
者
が

密
接
に
関
連
す
る
例
を
挙
げ

た
。
今
回
は
、
日
本
に
お
い

て
代
表
的
な
標
準
で
あ
る
J

I
S（Japan

ese
In
du
s

trialS
tan
d
ard
s

日
本

工
業
規
格
）
を
中
心
に
、
品

質
を
保
証
す
る
標
準
化
と
適

合
性
評
価
で
あ
る
認
証
あ
る

い
は
試
験
活
動
を
も
う
少
し

具
体
的
に
紹
介
す
る
。

　
『
日
本
に
お
い
て
』と
い
う

の
は
、
図
1
に
示
し
た
よ
う

に
標
準
は
そ
の
適
用
範
囲
の

規
模
に
よ
り
社
内
標
準
か
ら

は
じ
ま
り
、
I
S
O
／
I
E

C
規
格
と
い
っ
た
国
際
標
準

に
至
る
ま
で
、
そ
の
適
用
さ

れ
る
範
囲
が
大
き
く
異
な
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
図
に
掲

げ
た
標
準
は
国
家
標
準
以
上

の
階
層
で
は
デ
ジ
ュ
ー
ル
標

準
（
公
的
標
準
と
も
い
う
）

と
よ
ば
れ
、
そ
の
標
準
化
に

は
、
売
り
手
（
第
1
者
）
の

企
業
関
係
者
、
顧
客
（
第
2

者
）
の
代
表
、
学
識
経
験
者

（
第
3
者
）な
ど
が
参
加
し
、

透
明
性
が
担
保
さ
れ
て
い

る
。
国
際
規
格
に
な
れ
ば
あ

る
数
以
上
の
国
の
代
表
の
合

意
が
必
要
で
あ
る
一
方
、
そ

の
効
力
は
国
際
的
に
ひ
ろ
が

る
。

　

日
本
の
国
家
標
準
で
あ
る

J
I
S
は
工
業
標
準
化
法

（
前
回
お
話
し
し
た
よ
う
に

法
律
改
正
に
従
い
も
う
す
ぐ

名
前
が
産
業
標
準
化
法
に
変

わ
る
。）に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
経
済
産
業
省
に
設
置
さ

れ
て
い
る
J
I
S
C（Japa

n
e
se
In
d
u
strialS

ta

n
d
ard
s
C
o
m
m
itte
e

日
本
工
業
標
準
調
査
会
）
が

調
査
・
審
議
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
標
準
化
の
手
続
き
は

筆
者
の
理
解
す
る
限
り
今
度

の
法
律
の
改
正
で
J
I
S
C

を
通
さ
な
い
ル
ー
ト
が
で
き

機
動
的
な
標
準
化
が
促
進
さ

れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
J
I
S
は
供
国
家
僑

標
準
と
呼
ば
れ
る
た
め
誤
解

す
る
人
が
多
い
が
、
J
I
S

は
『
任
意
規
格
』
で
あ
り
、

そ
の
利
用
が
強
制
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
取
引
の
双
方

や
あ
る
グ
ル
ー
プ
内
で
そ
の

利
用
が
合
意
さ
れ
、
初
め
て

効
力
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

例
外
と
し
て
は
国
や
地
方
公

共
団
体
が
購
入
の
際
の
基
準

を
決
め
る
と
き
に
J
I

S
を
尊
重
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
程
度
で
あ

る
。

　

例
え
ば
企
業
間
で
製

品
の
取
引
を
お
こ
な
う

と
き
に
、
ち
ょ
う
ど
J
I
S

○
○
に
記
載
さ
れ
て
い
る
製

品
規
格
が
該
当
し
、
購
入
側

と
し
て
は
そ
の
規
格
の
ク
ラ

ス
A
な
ら
十
分
に
必
要
な
性

能
だ
と
判
断
す
れ
ば
、
納
入

条
件
に
J
I
S
○
○
の
ク
ラ

ス
A
と
契
約
書
に
引
用
し
合

意
す
れ
ば
取
引
に
至
る
で
あ

ろ
う
。
ち
ょ
う
ど
図
2
の
よ

う
な
具
合
で
あ
る
。
こ
の
場

合
、
J
I
S
規
格
の
標
準
化

の
過
程
で
は
利
害
の
バ
ラ
ン

ス
、
透
明
性
あ
る
い
は
最
新

の
知
見
な
ど
が
考
慮
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
購
入
基
準

と
し
て
J
I
S
規
格
を
採
用

し
て
お
け
ば
、
納
入
担
当
者

に
と
っ
て
利
害
関
係
者
の
理

解
も
容
易
に
得
ら
れ
る
で
あ

ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
図
2
を
も
う
一

度
詳
し
く
見
て
頂
く
と
、『
標

準
化
の
メ
リ
ッ
ト
』
と
し
て

の
単
純
化
を
念
頭
に
生
産
側

は
規
格
の
二
種
の
製
品
の
生

産
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
し

よ
う
。
購
入
側
に
し
て
み
れ

ば
、
ク
ラ
ス
B
で
は
ち
ょ
っ

と
要
求
に
足
ら
な
い
が
、
ク

ラ
ス
A
な
ら
十
分
で
お
つ
り

が
く
る
場
合
な
ど
で
は
、
納

入
規
格
に
J
I
S
○
○
の
ク

ラ
ス
A
と
を
採
用
す
る
こ
と

に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
昨

今
の
品
質
デ
ー
タ
不
正
事
案

で
混
同
さ
れ
て
少
し
話
題
に

な
っ
た
が
、
製
作
さ
れ
た
製

品
が
ク
ラ
ス
A
に
ち
ょ
っ
と

届
か
な
い
場
合
に
「
そ
れ
で

も
必
要
な
性
能
に
は
十
分
お

つ
り
が
く
る
」
と
納
入
側
が

判
断
す
れ
ば
、
供
給
側
と
の

合
意
の
も
と
に
納
入
さ
れ
る

こ
と
も
十
分
あ
り
う
る
だ
ろ

う
。
こ
の
場
合
、
納
入
さ
れ

た
製
品
は
J
I
S
○
○
の
ク

ラ
ス
A
に
対
し
て
不
適
合
製

品
で
は
あ
る
が
、
購
入
側
の

当
初
の
要
求
は
満
た
し
て
い

る
。
J
I
S 
Q 
9
0
0
1

『
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
―
要
求
事
項
』で
も「
顧

客
へ
の
通
知
」
と
「
特
別
採

用
に
よ
る
受
け
入
れ
の
正
式

な
許
可
の
取
得
」
と
表
現
さ

れ
、許
さ
れ
た
処
理
で
あ
る
。

　

読
者
は
報
道
で
J
I
S

マ
ー
ク
に
関
す
る
罰
金
が
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
御
存

じ
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に

国
内
素
材
メ
ー
カ
ー
の
一
連

の
品
質
デ
ー
タ
不
正
事
案
の

中
で
、
J
I
S
マ
ー
ク
認
証

取
消
し
が
発
生
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
J
I
S
マ
ー
ク
を

用
い
た
企
業
間
取
引
の
信
頼

性
確
保
の
た
め
、
認
証
を
受

け
ず
に
J
I
S
マ
ー
ク
の
表

示
を
お
こ
な
っ
た
法
人
等
に

対
す
る
罰
金
刑
の
上
限
は
1

億
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

現
行
は
上
限
1
0
0
万
円
で

あ
る
。

　

た
だ
、
よ
く
罰
則
を
読
ん

で
も
ら
う
と
わ
か
る
と
お

り
、
あ
く
ま
で
『
認
証
を

受
け
ず
に
J
I
S
マ
ー
ク

を
表
示
』
し
た
場
合
な
の

で
あ
っ
て
、「
J
I
S
の
適

合
品
で
あ
る
こ
と
」
を
購

入
契
約
で
合
意
し
、
不
適

合
品
を
納
入
し
て
も
罰
則

の
適
用
に
は
な
ら
な
い
。
も

ち
ろ
ん
納
入
担
当
者
が
規
格

不
適
合
製
品
の
納
入
の
可
否

を
判
断
し
合
意
す
る
こ
と
が

前
提
で
、
デ
ー
タ
を
偽
装
し

た
ら
契
約
違
反
と
な
り
、
契

約
不
履
行
で
訴
え
ら
れ
る
こ

と
は
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

こ
こ
で
、
企
業
対
企
業
で

な
く
購
入
者
が
消
費
者
と
な

れ
ば
、
消
費
者
側
の
製
品
に

関
す
る
知
識
が
限
ら
れ
る
た

め
消
費
者
は
不
利
を
被
る
可

能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な

場
合
こ
そ
マ
ー
ク
制
度
に
よ

り
、
消
費
者
は
安
心
し
て
製

品
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
今
ま
で
述
べ
て
き

た
。
特
に
J
I
S
に
関
し
て

は
「
J
I
S
マ
ー
ク
制
度
」

と
い
う
上
記
の
工
業
標
準
化

法
に
基
づ
い
た
製
品
認
証
制

度
が
あ
る
。
製
品
認
証
機
関

（
第
三
者
）
が
製
品
を
試
験

し
て
そ
の
特
性
が
規
格
の
要

求
を
満
た
し
、
ま
た
供
給
側

の
工
場
を
審
査
し
て
、
継
続

的
に
そ
の
製
品
を
作
り
続
け

る
こ
と
の
で
き
る
品
質
管
理

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
認
証
す
れ
ば
、
製
造

事
業
者
な
ど
は
そ
の
製
品
に

は
J
I
S
マ
ー
ク
の
表
示
が

許
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
消
費

者
は
マ
ー
ク
を
確
認
し
安
心

し
て
購
入
で
き
る
。

　

こ
の
J
I
S
マ
ー
ク
は
、

図
3
に
あ
る
よ
う
に
工
業
標

準
化
法
に
基
づ
き
、
国
に
登

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価

計
量
と
適
合
性
評
価
（9）

長
野
計

長
野
計
器器

技
術
顧

技
術
顧
問問

奈
良
広

奈
良
広
一一

図1：適用範囲から見た
標準の分類

図2：標準の利用の例

図3：JISマーク認証
機関登録制度

と
う
き
ょ
う
の
計
量
⑧
⑨
面
の
つ
づ
き

東
京
動
画 
公
開
中

「
知
ら
れ
ざ
る
計
量
の
世
界
」

（第三種郵便物認可） 2018年（平成30年）12月16日（日）（10）第3219・20号

図4：筆者の周りのJISマークの例

お
知
ら
せ
と
お
願
い

　

こ
の「
特
集
・
と
う
き
ょ
う

の
計
量
」は
隔
月（
偶
数
月
）に

発
行
し
、東
京
都
計
量
協
会
の

会
報
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

全
会
員
に
配
布
し
て
お
り
ま

す
。会
員
皆
様
の
ご
投
稿
・
ご

意
見
・
ご
質
問
の
ほ
か
、
各

部
会
等
の
動
き
な
ど
是
非
お

寄
せ
下
さ
る
よ
う
、
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
（　

音
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京
都
計
量
協
会
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